
内容 実施機関 研修・講座名 開催期日 計画人数 研修の概要

さんべボランティアセミナー①

５月28日（土）～５月29日（日）
＜１泊２日＞

初日10:00～最終日16:00
（国立三瓶青少年交流の家）

　
３名程度

これからボランティアを始めようとする青年が「ボランティア」について学び、活動への意欲を高める。
3,000円程度の費用がかかります。（参考：食事４食2,470円、シーツ等洗濯料300円）
実施日の一ヶ月前までにはお申し込みください。

さんべボランティアセミナー②

６月４日（土）～６月５日（日）
＜１泊２日＞

初日10：00～最終日16：00
（国立三瓶青少年交流の家）

３名程度
これからボランティアを始めようとする青年が「ボランティア」について学び、活動への意欲を高める。
3,000円程度の費用がかかります。（参考：食事４食2,470円、シーツ等洗濯料300円）
実施日の一ヶ月前までにはお申し込みください。

ミルクざんまい②

７月23日（土）～７月24日（日）
＜１泊２日＞

初日10:00～最終日14:00
※変更の可能性あり

（国立三瓶青少年交流の家）

２名程度
小学生とその家族を対象とし、近隣の牧場と連携して自然体験活動を行う。
3,000円程度の費用がかかります。（参考：食事４食2,470円、シーツ等洗濯料300円）
実施日の一ヶ月前までにはお申し込みください。

のびのびキャンプin冬さんべ

１月28日（土）～1月29日（日）
＜１泊２日＞

初日10:00～最終日14:00
（国立三瓶青少年交流の家）

２名程度
シングルマザーを対象としたキャンプ。自然体験活動を通じた「生活・自立」を支援する取組を行う。
3,000円程度の費用がかかります。（参考：食事４食2,470円、シーツ等洗濯料300円）
実施日の一ヶ月前までにはお申し込みください。

ボランティアスタッフ養成講座
２月11日(土)～２月12日（日）

＜１泊２日＞
（少年自然の家）

２名
・小学生・中学生を対象に、ボランティアのスキルや意欲を高めるとともに、参加者同士のつながりを深める。
・研修内容：参加者と共に活動に参加、支援及び準備・片付けを行う。
・宿泊を伴う。全日程参加可能な教諭を優先するが、部分参加も可。

ジュニア・サマー
キャンプ
７月31日（日)～８月５日(金)

＜５泊６日＞
（少年自然の家）

４名
・長期宿泊体験活動を通して非日常体験での気づきをもとに自分づくり、人間関係づくりを養う。
・研修内容：参加者と共に活動に参加、支援及び準備・片付けを行う。
・宿泊を伴う。全日程参加可能な教諭を優先するが、部分参加も可。

子ども探検隊in自然の家
10月15日(土)～10月16日(日）

＜１泊２日＞
（少年自然の家）

２名
・施設開放による体験活動（野外活動・創作活動など）を行い、当所の利用促進及び認知度の浸透を図る。
・研修内容：利用者の受付、活動支援、準備片付け等。
・宿泊を伴う。全日程参加可能な教諭を優先するが、部分参加も可。

オープンデー
10月23日（日）

（少年自然の家）
４名

・県内の親子（幼児、小学生、中学生を問わず）を対象にした日帰りの体験活動をして、この施設の利用促進、認知
度を高める事業。
・研修内容：利用者の受付、活動班の支援、準備片付け等。
・日帰り。

かわいい子には
旅をさせよう！（第１回）

11月12日（土）～11月13日（日）
（少年自然の家）

４名

かわいい子には
旅をさせよう！（第２回）

11月19日（土）～11月20日（日）
（少年自然の家）

４名

ジュニア・ウインター・キャンプ
12月24日（土）～12月26日（月）

＜２泊３日＞
（少年自然の家）

４名

・小学生中高学年児童を対象にした２泊３日の集団宿泊研修。冬の自然体験をしながら、キャンプの楽しさ、基本的
生活習慣や仲間づくりを培う。
・研修内容：利用者の受付、活動班の支援、準備片付け等。
・宿泊を伴う。全日程参加可能な教諭。

サマーチャレンジ

８月10日(水)～８月13日(土)
＜３泊４日＞

初日8:00～最終日16:00
（サン・レイクおよび近辺）

３名
小学６年生から高校１年生を対象にした長期宿泊体験活動。スタッフの運営補助や参加者や学生サポーターの活
動を支援する中で、体験活動を経て変容する子どもの様子を理解する。
※全日程の参加が望ましい。

にんにんチャレンジ①

11月26日(土)～11月27日(日)
＜１泊２日＞

初日8:00～最終日16:00
（サン・レイクおよび近辺）

３名

にんにんチャレンジ②

12月３日(土)～12月４日(日)
＜１泊２日＞

初日8:00～最終日16:00
（サン・レイクおよび近辺）

３名

キッズチャレンジ①

９月３日（土）～９月４日（日）
＜１泊２日＞

初日8:00～最終日16:00
（サン・レイクおよび近辺）

３名

キッズチャレンジ②

11月５日（土）～11月６日（日）
＜１泊２日＞

初日8:00～最終日16:00
（サン・レイクおよび近辺）

３名

キッズチャレンジ③

　12月24日（土）～12月26日（月）
＜２泊３日＞

初日8:00～最終日16:00
（サン・レイクおよび近辺）

３名
小学校４～６年生を対象にした宿泊体験活動。参加児童および学生サポーターの支援とスタッフの運営補助を通し
て、子ども理解と事業運営のスキルアップを図る。
※全日程の参加を基本とする。

体験活動基礎講座

①５月28日（土）・５月29日（日）
②６月11日（土）・６月12日（日）
③６月18日（土）・６月19日（日）

＜日帰り２日間＞
9:00～16:00

（サン・レイク）

各回
１0名

様々な年代を対象とした体験活動を実施または支援する際に必要な理論や技術を体験的に学ぶ機会を提供し、活
動する上で必要なスキルを身に付ける。また、大学生や公民館等のスタッフとの交流を図る。
※それぞれ両日の参加を基本とする。

島根県
中山間

地域研究
センター

「県民の森」
林道の側溝清掃作業体験

11月２日（火）
9:30～16:00

（飯南町小田　島根県有林内）
10名

林道の側溝は、落葉や泥、石などが溜まりやすく、これを放置していると、路面の排水が適切にできなくなり、台風
や豪雨の際に水があふれ出て林道を傷める原因となります。
「県民の森」内の林道の利用者が安全に走行できるように、側溝内に溜まった落葉等堆積物の除去作業を体験しま
す。（研修場所である林道小田線は、全線舗装されており、飯南町小田から頓原町並びに広島県庄原市高野町へ
通じており、地域住民の生活道としても利用されています。）

島根県社会
福祉協議会

災害ボランティアセンター
運営者養成講座

６月（予定） 65名

地元を中心とした協働による災害ボランティアセンター運営の意義や、コーディネーターの役割・視点を理解し、被
災者本位の支援活動を行うことのできる災害ボランティアセンター運営者を養成することを目的とする。
参加対象：社会福祉協議会職員、行政職員、災害支援関係機関職員、地域防災関係者、島根県災害ボランティア
バンク登録者、その他災害ボランティアセンターに主体的に携わる見込みの方。

小学校１～３年生を対象にした宿泊体験活動。参加児童および学生サポーターの支援とスタッフの運営補助を通し
て、子ども理解と事業運営のスキルアップを図る。
※それぞれ全日程の参加を基本とする。

イ
　
社
　
会
　
奉
　
仕
　
体
　
験
　
研
　
修

　　令和４年度　フォローアップ研修（教諭・２年目）の校外自主研修における「選択可能な研修」一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　島根県教育センター

・低学年の子ども対象の1泊2日の宿泊体験。親元を離れて宿泊体験をすることで基本的な生活習慣や自然遊びの
面白さを体験する活動。
・研修内容：利用者の受付、活動班の支援、準備片付け等。
・宿泊を伴う。全日程参加可能な教諭。

島根県立
少年自然の
家（江津）

国立三瓶
青少年

交流の家

島根県立青
少年の家

サン・レイク

年長児の宿泊体験活動。基本的生活習慣の形成と仲間と最後までやり通す力及び集団への適応能力の向上を図
る。スタッフの運営補助を通して、就学前の子どもの発達段階を理解する。
※それぞれ全日程の参加を基本とする。



内容 実施機関 研修・講座名 開催期日 計画人数 研修の概要

島根県
健康福祉部

青少年
家庭課

青少年育成アドバイザー
養成講座

12月10日（土）・12月11日（日）
＜２日間＞

10:00～16:00（予定）
（サン・レイク）

10名
県及び市町村における青少年育成の活性化を図るため、その推進者や指導者として、青少年育成アドバイザーを
養成する。
青少年の健やかな成長と自立を支援するための専門的な知識などを学び、資質・能力の向上を図る。

島根県青少年赤十字
リーダーシップ・トレーニング・セン
ター
（小・中学生、高校生合同）

８月２日（火）～４日（木）
＜２泊３日＞

初日10:30～最終日13:00
（サン・レイク）

30名

・小学生(５･６年生)、中学生及び高校生対象の宿泊研修。
・児童会・生徒会活動、部活動、学校・学級や地域でのリーダーに必要な知識や技術を身につけ、諸活動の充実を
図ることを
　目的とする。
・集団生活や赤十字・青少年赤十字の学習を通じて、仲間と共に協力し合う心や仲間を認め合う心、ボランティアの
心を養う。３日間を通して、児童・生徒の成長を感じることができる。
※全日程の参加を原則とする。
※自己負担は6,130円程度（食費4,010円、宿泊費2,120円）

島根県青少年赤十字
リーダーシップ・トレーニング・セン
ター
（隠岐会場）

12月３日（土）
8:30～14:30

(隠岐の島町立西郷中学校）
10名

・小学生(５･６年生)及び中学生対象の研修。
・児童会・生徒会活動、部活動、学校・学級や地域でのリーダーに必要な知識や技術を身につけ、諸活動の充実を
図ることを
　目的とする。
・集団生活や赤十字・青少年赤十字の学習を通じて、仲間と共に協力し合う心や仲間を認め合う心、ボランティアの
心を養う。
※隠岐の島町外からの参加者は前日に隠岐の島町へ移動。

島根県青少年赤十字
リーダーシップ・トレーニング・セン
ター
(益田会場）

2月４日（土）
8:30～14:30
　(益田市内）

10名

・小学生(５･６年生)及び中学生対象の研修。
・児童会・生徒会活動、部活動、学校・学級や地域でのリーダーに必要な知識や技術を身につけ、諸活動の充実を
図ることを
　目的とする。
・集団生活や赤十字・青少年赤十字の学習を通じて、仲間と共に協力し合う心や仲間を認め合う心、ボランティアの
心を養う。
※県東部からの参加者は、前日に益田市へ移動。

国立三瓶
青少年

交流の家
（仮）教員向け体験活動研修

８月19日（金）～８月20日（土）
＜１泊２日＞

初日10:00～最終日14:00
（国立三瓶青少年交流の家）

30名程度
当所のプログラムを体験しながら、宿泊体験活動の意義を学ぶ。
3,000円程度の費用がかかります。（参考：食事４食2,470円、シーツ等洗濯料300円）
実施日の一ヶ月前までにはお申し込みください。

島根県立青
少年の家
サン・レイク

なかまづくりセミナー

　①８月17日（水）
9:00～16:00

　②12月27日（火）
　9:00～16:00
（サン・レイク）

各回
15名

サン・レイクで行っている「なかまづくりゲーム」の理論と手法を体験しながら学ぶことで、参加者の人間関係づくりや
集団づくりのスキルアップを図る。

島根県立
農林大学校

しまねの農林業体験教員研修

８月９日（火）～８月10日（水）
＜１日目＞

島根県農林大学校
大田キャンパス

＜２日目＞
島根県農林大学校

飯南キャンパス

30名程度

・県内の教員（中学校・高等学校）を対象に、農作業や林業の体験等を通じて農林業に対する理解促進を図り、進
路指導の一助としてもらう。
・農林業についての講義と実習（１日目農業、２日目林業）。
・宿泊可能（ただし、感染症発生状況によっては、宿泊出来ない場合もある）。
・詳細は、５月頃本校HPに掲載予定。

「県民の森」
間伐作業体験

７月28日（木）
9:30～16:00

（飯南町小田　島根県有林内）
10名

森林は木材を生産することのほかに、様々なはたらきを持っています。
人の手により植栽された人工造林地では、生育の過程で、時期に応じ、下草刈り、つる切・除伐、枝打ち、間伐と
いった手入れが必要になります。
人工造林地で最も重要な作業のひとつである間伐の作業体験を通じて、森林の持つ様々な機能を将来にわたって
持続的に発揮させるための適切な森林づくりのあり方を考えます。
作業内容は、間伐対象木の選定と伐採及び伐採木の玉切り作業を体験します。
間伐とは…植栽後15～20年経過し混み合ってきた林木を適切な間隔になるよう抜き伐る作業。

「県民の森」
原木しいたけ生産作業体験

10月27日（木）
9:30～16:00

　（飯南町小田　島根県有林内）
10名

豊かな森林資源を利用して、古くから島根県の中山間地域で営まれている原木しいたけ栽培の作業を体験します。
作業内容は、原木にしいたけ菌を植菌したほだ木を伏せ込み場からしいたけ発生場所へ移動する作業や、しいた
け菌を均一に成長させるためのほだ木の天地返し作業などを体験します。
 ほだ木とは…植菌され、しいたけが発生可能な状態になった原木。

島根県
社会福祉
協議会

福祉教育実践研修会
７月～８月（予定）

（松江市）
30名

福祉教育に関する基本的な知識や視点を身につけ、島根県における福祉教育の展開方針を示した「しまね流ふくし
教育推進指針」の理解や、その効果的な活用方法等を学び、地域における福祉教育の実践に繋げることを目的と
する。
参加対象：社会福祉協議会・公民館・コミュニティセンター・学校・社会福祉施設等で福祉教育に関わる者、その他
福祉教育に関心のある方・実践を考えている方など。

日本
赤十字社

島根県支部

島根県青少年赤十字指導者講習
会

２月９日（木）
10:00～16:00

（サンラポーむらくも）
50名

島根県内の教職員および教育行政関係者対象の研修。学校の教育活動に提供できるプログラム（防災教育、国際
活動、奉仕活動について等）の紹介や学校における青少年赤十字活動の事例発表を通じて、青少年赤十字の有用
性を理解し、活用の促進を図る。

親楽ファシリテーター養成講座
８月（予定）
9:15～16:45

（未定　松江市内）
３名程度

「親楽プログラム」作成の背景や趣旨を理解するとともに、親楽ファシリテーターとしての知識やスキルを学び、「親
楽プログラム」を活用した講座をファシリテートできる人材を育成する。
「親楽プログラムとは」･･･乳幼児から中学生の保護者を対象とした学習機会に活用でき、参加型学習の様々な手
法を用いて、参加者同士が交流しながら、ともに活動することを通して、親としての役割や子どもとの関わり方の気
づきを促すことをねらいとしたプログラム。

島根大学大学開放事業
お茶とアズキで「ふるさと松江」を
親子で感じよう！

７月～12月（予定）
全５回

（島根大学本庄総合農場）
各回２名

「ふるさと松江」を感じるようなお茶とアズキの栽培や調理体験を親子と共にすることを通して、知見を身に付けると
ともに、地域を知る機会とする。
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日本
赤十字社

島根県支部

島根県
中山間

地域研究
センター

松江市
教育委員会
生涯学習課

注１．「計画人数」は、各事業の参加者受入数であり、初任者研修としての受入人数ではありません。希望者は、各事業所に受入の可否、依頼の
仕方について問い合わせてください。

注２．詳細（会場、自己負担等）については、各機関に問い合わせてください。

注３．本研修において旅費が発生する場合は、市町村立学校は「一般旅費」、県立学校は「学校管理運営費」で対応してください。

注４．研修日数については、１日の研修が昼食休憩時間を除き５時間に満たない場合は、１日の研修と認められません。このため、１泊２日の研修
でも、２日目の研修が午前中で終わり、研修時間が３時間程度しかなかったような場合、２日目は研修日としてはカウントできないことに、
留意してください。（「令和３年度島根県教職員研修実施要項」P.１０５参照）

◇島根県健康福祉部青少年家庭課（0852-22－6524）

◇「国立三瓶青少年交流の家」事業推進室
(0854-86-0319)

◇島根県立農林大学校(0854-85-7012)

◇島根県中山間地域研究センター(0854-76-2302)

◇島根県立少年自然の家(0855-52-0716) 

◇島根県立青少年の家「サン・レイク」（0853-69-1316)

◇島根県社会福祉協議会(0852-32-5997）

◇日本赤十字社島根県支部（0852-21-4237)

◇島根大学本庄総合農場（0852-34-0311）

◇松江市教育委員会生涯学習課(0852-55-5656)

【
連
絡
先
】


